


































































要約:

本研究においては、2 年目として小児医療機関において保母職を導入している 123 施設を

対象として、病棟内の保母職の実態とその効用について調査研究を行った。その結果、90

施設から回答を得られた。保母職は、1 施設平均 2.7 名が配置されていた。導入医療機関

における入院児は、短期入院児の占める比率も高く、慢性疾患等長期入院児への対応とい

うわけではなかった。対象年齢は、乳幼児、学童のすべてとなっており、隔離児やクリー

ンルームの児をも半数の病棟で保母職活動の対像となっていた。保母と看護婦との業務分

担については、保母の配置数が少ないこともあって、保母と看護婦とが共通して業務を担

当する項目も多かったが、補液や採血等の介助等医療との接点の多い業務については、看

護婦の分担となっている施設が多かった。入院児の QOL 改善に向けての保母職の役割とし

ては、遊び相手、情緒の安定、日常生活援助、話し相手、子ども同士の遊び援助、行事等

入院生活の変化等が高く評価された。


